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大学のあゆみ

名
市
大
　

先
端
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
の
新
設

２つの柱と基盤整備で研究大学強化
自己資金億円活用

新たな学術分野の開拓は続く
データサイエンス、医療…

弛まぬ改革

最近の研究成果

理想の「こどもの未来社会」をナゴヤから実現

名
古
屋
市
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

近未来こども環境デザイン拠点
（ＪＳＴ共創の場形成支援プログラム）

相乗効果

共創の場に期待します

名古屋市立大学との

こどもの脳の発達・再生研究拠点

脳科学に立脚　すべてのこどもの成長を支える

明るい未来を切り拓く世界レベルの研究大学を目指して
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　名古屋市立大学は公立大学として地域に貢献するとともに、医療系

に強みを持ち、Times Higher Educationインパクトランキングでは

ＳＤＧ目標３「すべての人に健康と福祉を」において日本１位（世

界位）の評価を頂きました。そして、名古屋市の「なごや子ども・

子育てわくわくプラン」を本学の強みである「こどもの脳と心の発達

と障害研究」の面から支え、さらに子育て支援領域での産学官連携に

結びつけることを共創の場形成支援プログラム（近未来こども環境デ

ザイン拠点）などで目指しております。行政・医療・教育の連携によ

り得られるビッグデータを活用した新たな子育て社会の構築にも貢献

してまいりたいと存じます。

　この度、名古屋市立大学の研究力を高める細やかな取り組みをご

紹介する機会をいただきました。本紙の読者は、各研究領域の先端的

研究者なので、本学の研究内容の現状や将来展望をご高覧に供する

ことにいささか躊躇しました。一方、研究力を高めることは全国の大

学に共通した課題です。皆様からの貴重なご経験や多様なご意見を

賜りながら、本学の研究力向上につなげる絶好の機会にしたいと思い

ます。とりわけ公立大学の使命である地域貢献に加えて先端研究を

世界に発信する一見相反する二つの使命を両立させるべく、人材育

成、研究資金獲得などに取り組む本学の姿勢をご覧いただければと存

じます。

　名古屋市立大学は、年設置の名古屋薬学校と、年設置の名古屋市立

女子高等医学専門学校の統合により、年に開学しました。大学の進むべき

方向性を示した「名市大未来プラン」のもと、学部の壁を越え、教職員が

一体となって優れた人材を育成し、先端的研究を世界に発信することで、市民

に愛される大学として明るい未来を切り拓いています。

　本学では、研究力強化に重点が置かれ、脳神経科学研究所、不育症研究セン

ター、創薬基盤科学研究所、がん診療・包括ケアセンターなど先端的研究をす

る施設が次々に設置され、また都市政策研究センターでは、名古屋市を含む大

都市圏が抱える多種多様な地域課題に対して、解決に寄与する調査・分析・研

究を進めています。

　
２
０
２
３
年
度
に
先
端
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
研
究
大
学
と
し
て
の
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

財
源
と
し
て
、
名
古
屋
市
の
理
解
に
よ
り
運
営
費
交
付
金
と
は
別
に
大
学
が
自
己
資
金
と
し
て
確
保
し
た


億
円
を
２
０
２
３
年
度
か
ら
７
年
間
の
予
定
で
研
究
力
強
化
に
重
点
的
に
充
て
ま
す
。
先
端
研
究
推
進

セ
ン
タ
ー
の
も
と
、
「
研
究
人
材
育
成
・
研
究
環
境
整
備
」
に
よ
り
研
究
大
学
と
し
て
の
基
盤
整
備
を
進

め
、
「
先
端
国
際
研
究
」
と
「
先
端
臨
床
研
究
」
を
２
つ
の
柱
と
し
て
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
拠
点
形
成

や
医
師
主
導
型
臨
床
研
究
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

●
「
先
端
国
際
研
究
」

　
研
究
Ｉ
Ｒ
に
よ
り
本
学
の
特
長
的
な

研
究
分
野
と
そ
の
将
来
性
を
解
析
し
、

研
究
者
雇
用
を
含
め
た
卓
越
的
な
研
究

グ
ル
ー
プ
形
成
を
支
援
し
、
国
際
的
な

研
究
拠
点
へ
と
育
て
ま
す
。
外
国
人
研

究
者
長
期
招
聘
や
卓
越
し
た
国
際
共
同

研
究
成
果
の
顕
彰
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

付
与
）
な
ど
に
よ
り
国
際
共
同
研
究
の

加
速
を
図
り
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
高
い
国

際
共
著
論
文
の
創
出
や
大
型
の
国
際
共

同
研
究
外
部
資
金
獲
得
を
促
進
し
ま

す
。
創
発
的
研
究
支
援
採
択
者
な
ど
の

卓
越
若
手
研
究
者
を
支
援
し
、
世
界
レ

ベ
ル
の
研
究
者
を
育
て
ま
す
。

●
「
先
端
臨
床
研
究
」

　
国
公
立
大
学
で
最
大
級
の
病
床
数
を

有
す
る
附
属
病
院
群
に
お
い
て
、
先
端

的
な
臨
床
研
究
を
加
速
す
る
様
々
な
施

策
を
実
施
し
ま
す
。
文
科
省
採
択
事
業

で
あ
る
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
事
業
と

連
携
し
た
臨
床
と
基
礎
研
究
の
橋
渡
し

を
推
進
し
、
本
学
附
属
病
院
群
の
臨
床

研
究
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
医
師
主

導
治
験
の
実
施
体
制
を
新
講
座
の
設
置

な
ど
に
よ
り
抜
本
的
に
強
化
し
、
か
つ

学
内
公
募
を
拡
充
し
て
個
々
の
医
師
主

導
型
治
験
を
強
力
に
支
援
し
ま
す
。
Ａ

Ｒ
Ｏ
支
援
体
制
・
医
療
デ
ー
タ
環
境
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

●「
研
究
人
材
育
成
・
研
究
環
境
整
備
」

　
Ｐ
ｈ

Ｄ

コ
ー
ス
の
大
学
院
生
へ

大
学
独
自
の
学
費
・
研
究
費
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。
ポ
ス
ド
ク
や
研
究
医

に
も
手
厚
い
独
自
支
援
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
博
士
論
文
等
の
国
際
学
術
誌
等

へ
の
掲
載
料
支
援
を
行
い
ま
す
。
研
究

者
が
研
究
時
間
を
確
保
し
、
研
究
の
質

向
上
に
注
力
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備

の
た
め
、
研
究
支
援
人
材
（
Ｕ
Ｒ
Ａ
、

技
術
職
員
、
国
際
交
流
専
門
家
、
事
務

職
員
な
ど
）
の
整
備
を
強
力
に
進
め
ま

す
。
産
学
連
携
共
同
研
究
、
知
財
獲
得

＆
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
体
制
な
ど
も

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の
実
現
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
産

業
分
野
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
を
利
活
用
し
て
新
た
な
知
見

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
社
会
背
景
を
受
け
、
本
学
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
教

育
研
究
拠
点
を
目
指
し
、
２
０
２
３
年
４
月
、
新
た
に
「
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
」
を
開
設
し
ま
す
。
【
Ｉ
Ｔ
系
】

【
ビ
ジ
ネ
ス
系
】
【
医
療
系
】
の
３

つ
の
履
修
モ
デ
ル
を
設
定
し
、
統
計

学
、
数
学
、
情
報
工
学
、
経
済
学
の

基
礎
理
論
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、

課
題
解
決
型
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
演
習
）

を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析

・
考
察
し
、
新
た
な
知
見
で
社
会
課

題
の
解
決
策
を
立
案
す
る
実
践
的
な

デ
ー
タ
活
用
力
を
身
に
付
け
た
人
材

を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
本
学
で
は

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
活
用
し
た
研

究
を
進
め
て
お
り
、
例
え
ば
、
厚
生

労
働
省
や
都
道
府
県
等
か
ら
公
表
さ

れ
て
い
る
感
染
者
情
報
や
市
区
町
村

デ
ー
タ
等
を
使
用
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―

）
に
つ
い
て
の
医
学
・
臨
床
・
疫
学
的
観
点
か
ら
の
科

学
的
解
析
に
基
づ
い
た
感
染
集
積
マ
ッ
プ
や
リ
ス
ク
ア
ラ
ー

ト
、
専
門
家
コ
メ
ン
ト
を
付
け
た
疫
学
情
報
な
ど
を
発
信
す

る
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
な
ど
、
社
会
へ
の
貢
献
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
本
学
の
特
長
で
あ
る
医
療
系
学
部
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

１
年
に
医
学
部
附
属
病
院
と
な
っ
た
東
部
・
西
部
医
療
セ
ン

タ
ー
に
続
き
、
２
０
２
３
年
４
月
に
は
新
た
に
２
病
院
が
み

ど
り
市
民
病
院
・
み
ら
い
光
生
（
こ
う
せ
い
）
病
院
と
し
て

医
学
部
附
属
病
院
と
な
り
、
病
床
数
約
２
２
０
０
床
を
有
す

る
国
公
立
大
学
で
は
全
国
最
大
級
の
大
学
病
院
群
が
誕
生
し

ま
す
。
各
病
院
に
適
正
人
材
を
配
置
し
、
機
能
分
担
を
図
る

こ
と
で
高
度
急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で
幅
広
い
医
療
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。
患
者
の
相
互
紹
介
や
医
師
の
交
流
な
ど
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
深
め
て
地
域
医
療
の
水
準
の

向
上
に
貢
献
し
、
さ
ら
に
は
、
多
様
な
症
例
に
基
づ
く
臨
床

研
究
を
推
進
し
て
、
先
端
的
研
究
の
成
果
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

　
現
在
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
で
は
、
救
急
医
療
機
能
の
強

化
、
災
害
医
療
機
能
の
強
化
及
び
救
急
・
災
害
に
関
す
る
医

療
人
を
育
成
す
る
た
め
の
機
能
の
強
化
を
主
軸
と
し
た
新

棟
、
「
救
急
・
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
を
建
設
し

て
い
ま
す
。開
棟
は
２
０
２
５
年
夏
ご
ろ
を
予
定
し
て
お
り
、

地
下
１
階
、
地
上
８
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
２
万
７
６
０
０

㎡
を
誇
り
、
救
急
災
害
医
療
施
設
と
し
て
日
本
最
大
級
と
な

る
予
定
で
す
。
教
育
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
研
修

や
臨
床
実
習
に
よ
り
技
術
面
で
も
優
れ
た
医
療
人
材
を
育
成

し
、高
度
で
安
全
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
２
０
２
３
年
４
月
に
は
名
古
屋
市
立
中
央
看

護
専
門
学
校
を
統
合
し
、
看
護
学
部
の
入
学
定
員
を
東
海
三

県
の
国
公
立
大
学
で
最
大
規
模
に
ま
で
大
幅
に
増
員
す
る
な

ど
、
本
学
は
教
育
・
研
究
に
関
す
る
領
域
を
広
げ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
絶
え
ず
新
た
な
学
術
分
野
を
開
拓
し
、
発
展
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

名古屋市立大学病院
　　　こうせい

みらい光生病院東部医療センター 西部医療センター みどり市民病院

【薬学研究科　星野真一教授】

タンパク質合成装置リボソームの生合成メカニズムを解明
　～リボソームタンパク質　　mＲＮＡのポリＡ鎖長で制御～

　
○
第
３
世
代
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
技
術
で

あ
る
ナ
ノ
ポ
ア
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
用
い

て
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

の
ポ
リ
Ａ
鎖

長
を
解
析
す

る
実
験
系
を

新
た
に
開
発

し
た
。

　
○
細
胞
内
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
解
析
に
よ

り
、
リ
ボ
ソ
ー
ム

タ
ン
パ
ク
質
の
合

成
は
、
そ
の
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
の

　
　

３
末

端
ポ
リ
Ａ
鎖
の
長

さ
と
正
の
相
関
が

あ
り
、
飢
餓
時
に

ポ
リ
Ａ
鎖
伸
長
す

る
こ
と
が
、
飢
餓

回
復
時
の
リ
ボ
ソ

ー
ム
生
合
成
と
速

や
か
な
翻
訳
再
開

を
可
能
に
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
※
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

遺
伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

遺
伝
情
報
に
基
づ
い
て
転
写
に
よ
っ
て

合
成
さ
れ
、
翻
訳
に
よ
っ
て
タ
ン
パ
ク

質
を
作
り
出
す
鋳
型
Ｒ
Ｎ
Ａ

　
※
リ
ボ
ソ
ー
ム

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
鋳
型

に
し
て
タ
ン
パ
ク
質
を
作
り
出
す
タ
ン

パ
ク
質
合
成
装
置

【
薬
学
研
究
科
　
白
根
道
子
教
授
】

脂
質
蓄
積
に
よ
る
脳
機
能
障
害
の
原
因
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

（
神
経
変
性
疾
患
の
新
た
な
治
療
法
開
発
に
期
待
）

　
○
近
年
神
経
変
性
疾
患
に
お
い
て
脂
質

異
常
の
関
与
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
原
因
機
構
は
不
明
で
あ
っ
た
。
本
研
究

は
脳
内
脂
質
の
異
常
蓄
積
が
リ
ポ
フ
ァ
ジ

ー
の
不
全
に
起
因
す
る
こ
と
、
ま
た
脳
機

能
障
害
と
関
連
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｚ
Ｄ
８
が
そ
の

制
御
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
※
リ
ポ

フ
ァ
ジ
ー


脂
肪
滴

の
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー

の
こ
と

で
、
細
胞
内
の
脂
質
分
解
系

　
※
Ｐ
Ｄ
Ｚ
Ｄ
８

脳
神
経
系
に
発
現
が
高

く
、
細
胞
内
の
小
胞
体
・
エ
ン
ド
リ
ソ
ソ
ー

ム
間
膜
接
触
部
位
に
局
在
し
て
い
る
膜
タ
ン

パ
ク
質

　
○
本
成
果
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど

神
経
変
性
疾
患
の
新
規
治
療
法
の
開
発
に

繋
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

【医学研究科　金澤智助教】

SARS-CoV-2感染により引き起こされる病態生理学的状態は
ACE2（SARS-CoV-2レセプター）の発現を減少させる
～PCLS, ex vivo培養を利用した肺線維症の解析～

　
○
特
発
性
肺
線
維
症
の
患

者
で
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
―
Ｃ
ｏ

Ｖ
―
２
レ
セ
プ
タ
ー
、
Ａ
Ｃ

Ｅ
２
の
発
現
量
が
健
常
人
に

比
べ
高
い
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
感
染
を

よ
り
受
け
や
す
い
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
示
し
、
一
方
急

性
炎
症
を
伴
う
肺
炎
で
は
、

Ａ
Ｃ
Ｅ
２
の
発
現
量
は
む
し

ろ
減
少
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
※
Ａ
Ｃ
Ｅ
２

ウ
イ
ル
ス

が
細
胞
の
中
へ
入
り
込
む
際

の
最
初
の
入
り
口
（
レ
セ
プ

タ
ー
）

　
○
使
用
す
る
動
物
の
数
を

減
ら
し
、
よ
り
効
率
的
に
作

用
物
に
よ
る
肺
へ
の
影
響
を

評
価
で
き
る
特
発
性
肺
線
維

症
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
由
来
の
Ｐ

Ｃ
Ｌ
Ｓ
を
用
い
た
ｅ
ｘ
　
ｖ

ｉ
ｖ
ｏ
培
養
シ
ス
テ
ム
を
樹

立
し
た
。

　
○
本
成
果
は
、
間
質
性
肺

炎
等
の
肺
線
維
症
治
療
薬
開

発
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

【芸術工学研究科　小鷹研理准教授】

心の皮膚はどこまでも伸びる？
スライムを使った新しい「からだの錯覚」
を発見！

　
○
「
骨
格
と
し
て
の
身

体
」
で
は
な
く
、
「
皮
膚

と
し
て
の
身
体
」
に
選
択

的
に
作
用
す
る
、
従
来
と

は
異
な
る
特
徴
を
有
す
る

錯
覚
を
新
た
に
発
見
し
、

心
理
実
験
に
よ
っ
て
効
果

を
実
証
し
た
。

　
○
ス
ラ
イ
ム
ハ
ン
ド
錯

覚
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
心

理
的
な
皮
膚
位
置
の
最
大

移
動
変
形
量
（
ス
ラ
イ
ム

変
形

ｃ
ｍ
に
対
し
て
平

均
約

ｃ
ｍ
）
が
、
従
来

観
測
さ
れ
て
き
た
（
骨
格

と
し
て
の
）
手
指
の
移
動

変
形
量
を
遥
か
に
凌
駕
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。

　
○
「
皮
膚
と
し
て
の
身

体
」
に
対
す
る
空
間
制
約

が
、
「
骨
格
と
し
て
の
身

体
」
に
対
す
る
空
間
制
約

と
比
較
し
て
、
大
き
く
緩

和
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

唆
し
た
。

【
経
済
学
研
究
科
　
坂
和
秀
晃
准

教
授
、
経
済
学
研
究
科
　
渡
辺
直

樹
准
教
授
（
共
著
）
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
伴

う
外
出
自
粛
、
補

助
金
の
発
表
に
対

す
る
株
価
の
反
応

日
本
の
外
食
産
業

に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス

（
写
真
は
右
が
坂
和
氏
、
左
が
渡
辺
氏
）

　
○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
の
下
で
、
政
府

の
自
粛
要
請
下
は
、
外
食
業
界
の
投
資
家
心
理
に

負
の
効
果
を
与
え
、
株
価
リ
タ
ー
ン
に
負
の
影
響

を
与
え
た
。

　
○
緊
急
事
態
宣

言
を
行
う
過
程

で
、
同
時
に
政
府

か
ら
発
表
さ
れ
た

Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
、
外

食
業
界
の
投
資
家

心
理
に
正
の
効
果

を
与
え
、
株
価
リ

タ
ー
ン
を
下
支
え

し
た
。

外出自粛要請（年２月日）発表以後営業日の株式リターン
ＡＡＲ１：「外出自粛要請」発表ｔ営業日後の株価の異常リターンの外食
産業企業の平均
ＣＡＲ１：「外出自粛要請」発表ｔ営業日間の株価の異常リターンの累積
値の外食産業企業の平均値

【理学研究科　木村幸太郎教授】

数理モデルが結んだ「匂い応答行動～神経活動～遺伝
子」の関係～線虫の匂い応答行動と神経活動と遺伝子
の関連が、簡単な数式によって明らかになった～

　
○
線
虫
は
嫌
い
な
匂
い
を
経
験
す
る
と
、
そ
の
匂
い
か
ら
よ
り
効
率
的
に
逃
げ
る

よ
う
に
な
り
、
匂
い
を
感
ず
る
神
経
細
胞
は
、
匂
い
を
初
め
て
嗅
ぐ
場
合
は
「
素
早

く
継
続
す
る
反
応
」
を
、
匂
い
を
既
に
経
験
し
た
場
合
は
「
ゆ
っ
く
り
継
続
す
る
反

応
」
を
示
し
た
。

　
○
数
理
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と
で
、
元
の
反
応
は

「
一
階
微
分
と
二
階
微
分
の
和
」
で
表
せ
る
が
匂
い

の
経
験
に
よ
っ
て「
一
階
微
分
」だ
け
に
な
る
こ
と
、

さ
ら
に
関
与
す
る
遺
伝
子
が
一
部
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
○
細
胞
活
動
を
表
す
数
理
モ
デ
ル
の
研
究
に
新
し
い
手
掛
か
り
を
与
え
る
と
共

に
、
同
様
に
数
理
モ
デ
ル
を
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
学
的
実
験
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
命
現
象
の
理
解
が
よ
り
広
ま
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

左から山中教授、プロジェクトリーダ
ー上島教授、横山教授、杉浦教授、副
プロジェクトリーダー岩田准教授

　ＪＳＴ共創の場形成支援プログラム（ＣＯＩ
―ＮＥＸＴ）に本学のプロジェクト「近未来こ
ども環境デザイン拠点」が採択されました。

◇

　先進国の中でも、我が国の少子化の進行は急速
で、近い将来、行政による社会サービスが維持で
きなくなるといわれています。繰り出される少子
化対策は期待された効果を上げず、近年の政策研
究は、少子化が進むことを前提に、長寿健康の達
成によって社会の破綻を防ぐ提案が主体となって
います。
　こどもを授かることは親にとって喜びであると
ともに、こどもの健康や教育の不安、支出の増加、
キャリア形成における不利益、ワークライフバラ
ンスの難しさや心身の消耗など、多岐にわたる苦
労をももたらします。かつて大家族や親戚、隣人
などのコミュニティに分散されていた育児タスク

は、核家族化が進んだ現在、親だけ・母親だけが
孤立して担当する“孤育て”に変貌してしまいま
した。コロナ禍はこの傾向を加速し、人の誕生・
成長・老い・死といったライフサイクルも、当事
者だけで対峙すべきイベントに変えられてしまい
ました。
　多くの人が孤立した環境で生まれ、一人で生き、
一人で死んでゆく、そんな未来を変えるために計
画された本プロジェクトは、今年度、科学技術振
興機構（ＪＳＴ）の「共創の場形成支援プログラ

ム」（地域共創分野：育成型）に採択さ
れました。名市大は名古屋市、中部産業
経済界と強力なタッグを組み、妊娠・出
産・育児に対する明るいイメージを持て
るように人と社会を変え、多様な個性と
選択が尊重され、支え支えられる近未来
の実現を目指します。社会医学と周産期
医学が核となり、心理教育学とデータサ
イエンスのエキスパートを迎えたチーム
が、“すこやかピアサポートが埋め込ま
れた社会”に向けて、デザインと社会実

装試験を繰り返します。市民の大学として、先端
科学によるセンシング技術と　I　　　o　　Tを駆使しなが
ら、①こどもがほしいと思った瞬間を支援する
“すこやかワークライフ環境”、②子育ての行き
詰まりを軽減する産後母児入所や託児をいつでも
提供する“すこやか親子サポート”、③〝こども
がほしい″から〝巣立ち″までの親子の心と体の
健康を守る“すこやかモニタリング”、④多様な
個性のよりどころを提供し、支え合う家族のイメ
ージを醸成する“すこやか成育環境”を実現しま

す。
　これまで、地方の農山村や小都市における子育
て支援事業により、定住者の増加を中心とする成
果が得られた事例は散見されますが、大学を核と
した、大都市圏における少子化対策プロジェクト

の前例はありません。子育て支援を市政の柱に据
える名古屋市を舞台に、地方からの人口流入に頼
らない少子化対策が成功すれば、地方再生にも貢
献するはずです。子を持つ人も持たない人も明る
い未来を感じられる近未来都市ナゴヤを創るため
に、私たちは来年度までの本プロジェクト期間内
に、今後年にわたる本格型プログラムへの移行
を目指した活動を展開していきます。どうかご注
目下さい。

　日本のこどもを取り巻く状況は危機的であ
り、止まらない少子化、出産年齢の高齢化、
低出生体重児・発達障害の割合の増加など、
こどもの健やかな発達にこれまで以上に注目
が集まり、こども家庭庁の設置や、岸田首相
が年初頭の記者会見で掲げた「異次元の
少子化対策」が話題となっています。
　こどもの脳の発達についてはわからないこ
とがたくさんあります。科学に立脚した対策
が求められている中、脳科学は急速に発展し
成果を生み出していますが、こどものこころ
と発達の理解と対策に十分に活かされている
とは言えません。ここで必要なのが集学的・
学際的なアプローチ、特に基礎医学と臨床医
学の融合、医学と人文科学の融合であり、名
古屋市立大学の強みを活かした「こどもの脳
の発達・再生研究拠点」の構想が立ち上がり
ました。
　こどもの脳では幹細胞から活発に新しい神
経細胞（ニューロン）がつくられており、これ
らの細胞が、脳の発達や疾患に深く関わって
いると考えられています。年に本学に設
置された脳神経科学研究所では、小児科など

の臨床医学部門のほか、薬学・理学など他の研
究科と連携し、こどもの脳で生じる新たなニ
ューロンの産生、すなわち「ニューロン新生」
に関する研究を推進し、世界をリードしてい
ます。年度より、世界的水準の研究拠点構
築と若手研究者の育成を目的として「国際ニ
ューロン新生研究拠点」を本学に設置します。
　本学の研究の特色として、世界最先端の脳
科学による発生脳の研究実績、新生児医療の
伝統と低出生児のフォローアップデータと発
達障害の研究、未診断疾患イニシアチブ（Ｉ

ＲＵＤ）や新生児集中治療室における精緻・
迅速な遺伝子診断（Priority-i）でのゲノム医
療の実績、基礎医学・臨床医学・人文科学と
のシームレスな連携実績があります。また社
会実装の拠点として、ＪＳＴ共創の場形成支
援プログラム「近未来こども環境デザイン拠
点」が今年度から稼働し、本学が名古屋市・
中部圏企業と連携して切れ目のないこどもの
成長を支える地域の構築、発達障害などを抱
えるこどもの支援と社会参加を地域で実践す
るための場の構築に取り組んでいます。
　名古屋市立大学は本拠点を立ち上げ、新生
児期から問題を同定し、継続的な介入により
全てのこどもの社会参加を実現し、未来・現
在のこどもへの介入、集学的・学際的・国際
的な研究展開を行っていきます。どうかご注
目下さい。

最
前
列
左
か
ら
今
泉
理
事
（
研
究
・
産
学
官
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
、
齋
藤
教
授
、
澤
本
教
授
、
ほ
か
研
究
メ
ン
バ
ー


